
令和４年５月 30日 

安全課 

 

令和３年における労働災害発生状況について（確定） 

 

１ 死亡災害の発生状況 

 （１）全体 

死亡者数  867人 
（前年同期比     ＋65人、8.1%増加） 

（平成 29年同期比 ▲111人、11.3%減少） 

  

（２）業種別発生状況 

製造業 137人 
（前年同期比  ＋１人、0.7%増加） 

（平成 29年同期比 ▲23人、14.4%減少） 

   

建設業 288人 
（前年同期比  ＋30人、11.6％増加） 

（平成 29年同期比 ▲35人、10.8%減少） 

   

林業 30人 
（前年同期比  ▲６人、16.7%減少） 

（平成 29年同期比 ▲10人、25.0%減少） 

   

陸上貨物運送事業 95人 
（前年同期比 +８人、9.2%増加） 

（平成 29年同期比  ▲42人、30.7%減少） 

   

第三次産業 241人 
（前年同期比  ＋16人、7.1%増加） 

（平成 29年同期比 ▲３人、1.2%減少） 

 

（３）事故の型別発生状況 
 

          墜落・転落 217人 （前年同期比  ＋26人、13.6%増加） 

          はさまれ・巻き込まれ 135人 （  同    ＋９人 、%増加） 

          交通事故（道路） 129人 （  同    ▲35人、21.3%減少） 

※以下、「その他」、「激突され｣、「崩壊・倒壊」の順 

※上記「その他」は、主として感染症による労働災害を示す分類 

 

 

 



 

２ 休業４日以上の死傷者数 

（１）全体 

休業４日以上の死傷者数 149,918人 
（前年同期比 ＋18,762人、14.3%増加） 

（平成 29年同期比 ＋29,458人、24.5%増加） 

  

（２）業種別発生状況 

製造業 28,605人 
（前年同期比  ＋2,930人、11.4%増加） 

（平成 29年同期比 ＋1,931人、7.2%増加） 

   

建設業 16,079人 
（前年同期比 ＋1,102人、7.4%増加） 

（平成 29年同期比 ＋950人、6.3%増加） 

   

陸上貨物運送事業 16,732人 
（前年同期比 ＋917人、5.8%増加） 

（平成 29年同期比 ＋2,026人、13.8%増加） 

   

第三次産業 80,454人 
（前年同期比 ＋13,495人、20.2%増加） 

（平成 29年同期比 ＋24,452人、43.7%増加） 

 

 （３）事故の型別発生状況 
 

転倒 33,672人 （前年同期比  ＋2,743人、8.9%増加） 

墜落・転落 21,286人 （  同    ＋309人、1.5%増加） 

その他 21,028人 （  同    ＋13,408人、176.0%増加） 

※以下、「動作の反動･無理な動作」、｢はさまれ･巻き込まれ｣、｢切れ・こすれ｣の順 

※上記「その他」は、主として感染症による労働災害を示す分類 

 

※ 令和３年１月１日から令和３年 12 月 31日までに発生した労働災害について、令和４年

４月７日までに報告があったものを集計したもの 

※ 平成 29 年は第 13 次労働災害防止計画（平成 30 年度～令和４年度）の基準年であるた

め、現時点との比較を行っている。 

 


